
有情の受身文と非惜の受身文における格助詞の違い
「によって」と「から」を中心に ～「に」、

林 美 秀

1、 はじめ

日本人が日常生活の中で、 何気なく使っている受身表現は外国人学習者を困らせる表

現の一つである。 その中でも、 動作主を表わす助詞「に」、「によって」、「から」、「で」

の使い分けは難しい。動作主マ ー カ ー の機能や使い分けは、 受身表現における格助詞を

扱った従来の諭文によって、いろいろ明らかにされているが、 しかし、 それらの論文で

は格助詞と主語の性質、格助詞の前の名詞句との関わりがあまり言及されなかった。 そ

こで、 本稿では、受身表現における格助詞に関する従来の論文を踏まえた上で、受身表

現を有梢の受身文と非情の受身文に分けて、受身表現における主語の性質（有情か非情

か）、 格助詞の前の名詞句の途いによって、 それぞれに現われ る「から」、「に」、「に

よって」三つの格助詞の使い分けを分析する。

2、有情の受身文と非情の受身文の概念

2、 1、 1 非情の受身文の定義

非情物を主語とする受身表現を「非梢の受身Jと見なす。非情物というのは、 三上章

1972では「 r二十の扉Jの鉱物や植物や加工された動物や人体の部分などだが、 人格的

存在でも履歴を無視すれば、 されれば、 非情物扱いになる。股歴を無視すること即ち非

惜視することである。」と述べる、 この小論ではそれによる。

2、 1、 2 非情の受身文の範囲限定

①非情物を主語とする擬人法の受身表現を非惜の受身文の範囲から除く。

②利害の感情を含んでいない持ち主の受身文（注1) を非惜の受身文の範囲に入れる。

①については、擬人法の受身表現は、 利害の意味も含まれているので｀ よく有情の受

身表現だと分類される。 このために、 擬人法の受身表現を非梢の受身表現から除く。

②については、 持ち主の受身は従来、 有情の受身の範囲に入れられていたが、 実際に

例を見れば、 利害の意味を含んでいる持ち主の受身だけは有情の受身と見なされるとい

うことが分かる。例えぱ、松村明「日本文法大辞典」 (1971) による分類の中で、「有惜

'

,

- 52 - un 



物の所有物、 親近者、 身体の一部分などが他動的な動作の影響を受けるもの」という類

型の受身文が直接の利害を表わすものと見なされている。例としては、（A) 泥棒に財

布を取られる。 (B) 悪童たちに庭を荒らされる。（ C) 名社を毀祖される。 …… などが

挙げられる。 こ れらの例は全部直接的に利害を受ける例だと見なされる。 利岩の窯味を

含んでいない持ち主の受身の例は一例も挙げられない。 だから、 利也の意味を含んでい

ない持ち主の受身はこの類型から除外されるのではないかと思われる。

(l)その嬰に囲まれた小さな顔が動かなかった。（金1関寺）

(2) ジー プの踏台の上へ、 細いハィヒ ー ルの脚がさし出された。（金1111寺）

(3)••••••そして私は掌の命ずるまま、 9学の外されたのちも、 不II民の朝が明けて、 瞼が

まばゆい外光に透かされるまで、 頑なに目を閉じつづけた。（金Iり寺）

(1) - (3) の例のように利害の感梢が含まれていない例がたくさんあるので、 これ

らの例を非梢の受身文の範囲に入れるぺきだと思う。 こういう持ち主の受身文はただ状

態、状況を描写して、 感情とは関係なく、 中立的な受身であるために、 こ のような例文

の主語である所有物自体を非梢物として、 扱ってもよいと考える。

2、 2、 1 有情の受身の定義

動作の働きかけを受けて、 利益や被雹などが感じられる有梢物を主語とする受身表現

は「有情の受身」である。 例えば、 人1111や動物、‘‘、 などである。

2 、 2 、 2 有情の受身の範囲限定

① 2、 1、 2で述べた非梢の受我文以外の受身表現は有梢の受身文の範囲である。

② 利害の感梢を含んでいる持ち主の受身文を有惜の受身文の範囲に入れる。

3、細川説について

組川由起子1986では、 動作主に対するマ ー カ ー のうち、「に」、「から」、「によって」

の使い分けを、 これらの三つのマーカ ー がそれぞれ持つ本来の意味によって規定される

三つの原則と、 その原則に課される二つの基本的な制約によってうまく説明した。

まず、 三つの原則と二つの制約は以下の通りである。

原則（あ）受り文において「から」でマ ー クされるのは、起点、 素材あるいはその出所

(source) に限られる。 ただし、動作・作用を表す受身文で主語・動作主

共に有生物の時は、 動作主も「から」で示せる。

原則（い）受身文において「に」でマ ー クされるのは、滸点、 巌物、動作主に限られる。

この場合の動作主とは直接な関与者である。
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原則（う）受身文において
f

によって」でマ ー クされるのは、材科 ・ 追具または原因 ・

理由を示す名詞句（節）に限られる． ただし、受身文が行為の結果の＇状態を

示す時、 動作主がその状態を引き起こす使役者 (causer) と解釈できれば、

動作主も
「
によって」で示すこ と が許容される。

制約I :他の意味に誤解される可能性が高い時は、 そのマ ー カ ー を避けよ。

制約II:できる限り有生名詞句を主栢に選ぺ。

細川氏は有梢の受身文以外に非情の受身文の用例も分析したが、両者における格助詞

の前の名詞句や主栢の性質の述いに焦点を当てていない。 そこで、 細川氏が分析しな

かったところを注目して、動作主マ ー カ ー だけに限らなくて、非1肖の受身文と有1肖の受

身文に現われる「から」、「に」、「によって」三つの格助開を分析する。 そして、 受身表

現における格助阿を扱った除文について、疑問のある と ころを提起して、 究明する。

3、 1 「から」

有梢の受身文：

(4)男の人の前で沢山たぺる女は男空旦軽渡されるって、本当かしら。（斉P40)

(5)登美子は父企旦愛されたという記憶がない。（宵P65)

(6) 町の秩序、 町の約束企主、彼は締出されていた。（i'f P 429) 

非情の受身文：

(7)登美子企立は迎に一度は必ずくだくだしい手紙が送られて来たが、彼は一度も返

事を挫かなかった。（'l'-fP 179) 

(8)また彼が俳句を作るということは知っていたが、 このように重々しい句が、彼の

のほほん と した人柄空且生み出されているとは知らなかった。（あP191) 

「から」の前の名同句が有偕物である (4) 、（ 5) 、（ 7) 例で「から」は起点、 あるい

は動作主を表す。 主器が有梢物で、「から」の前の名詞句が非情物である(6)例と主

語も「から」の前の名詞句も非情物である (8) 例では、「から」は起点を示すだけで、

勁作主を表せないのである。非梢物が動作を働きかける意志を持っていないからである。

(9)酒は米空旦作られる。(8 P 3) 

この非情の受身の例において、「から」は素材を表す。 有情の受身文の例に「から」は

「素材」を表せない。

(lo)肺本家を焚成する私怒が、 慢性的な経営群企丘近々閉飢されるらしい、 とい う咽

もちらほら聞こえていたし、 ……。（新p 5) 

(11) また、自分は子供の頃、絵本で地下鉄道というものを見て、 こ れもやはり、実利

的な必要から案出せられたものではなく、 ………。（人P12) 
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(10)、（11) において、「から」は原因、 理由を表す。

3、 2「に」

有情の受身文：

(12)．．．．．．、「ここでおいたをすると、 お母様丘また叱られますよ」と猫撫声で言うの

だった。（桧家P289)

(13)「すると、 あなたは学演というおかね丘縛られているのね」（寄P317)

(14) 1]ヽ猫が一匹赤いマフラ ー 丘包まれて、 眠っていた。（変P85)

(12)例の「に」は動作主を表す。(13)例の「に」は原因、 理由を表す。(14)例の

「に」は道具、 手段を表す。

非惜の受身文：

(15)大学側は貼紙の掲示をして、 試験は予定通り施行すると明言したが、試験楊は左

毅学生丘占領されて、 先生たちも入ることができなかった。（寄P 120) 

(15) 例の「に」は動作主を表す。 しかし、 非梢の受身文において「に」で動作主を表

す例は数少ないのである。

(16)伯父が亡くなった時には、 おそらく何干万という辿産が康子圧与えられる。

僭P 162) 

(17)六月というのに肌寒く、 板戸丘囲まれた五坐の納戸は、 暗い糀燈の下に荒涼とし

てみえた。（金P455)

(16)例の「に」は箔点を表す。(17)例の「にJは道具を表す。

井上和子1976には

l「に」には受勅文の主語に対する「動作主の拗きかけの意味」がある。「によって」と

の違いは、 この意味で主語と動作主とが密接に関辿している場合でなければ、「に」が

使えないことである。 そこで受動文の主語がその働きかけを感じないもの、 あるいはそ

の働きかけによる直接の影堺を受けないものである場合には、「に」を使うことができ

ない。 したがって、 主語が燕生物の場合に「に」を排することが多い。 ……。（中略）
……受動文の主語が1懇生物でも、 助格（道具、 手段を表わす格）の場合には、「に」が

許容されるという原則をつけ加えれば説明がつく。！と述べている。(P84- P85)例と

しては、「その箱は〈白布に／で〉おおわれていた。」が挙げられた。

「に」を使う受身文には、 に格名詞の動作・作用が主語に働きかけるのである。有惜

の受身文には叱る、 森敬する、 恐う、愛する、ヽヽ、 など、 人間の感情に関わる動詞が多

いのである。非情の受身には、 こういう人問の感梢に関わる動詞の拗きかけを受けるこ

とができないから、（あっても、 擬人化表現にしか限らない）「に」格を排することが多
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い。この点は井・ 上1976の論点と一致する。しかし、井上1976では迫具、手段を表わす格

として、「に」格が許容されるという原則について挙げられた例は主語が動物や人追物

だけで、即ち、以下の (18) - (22) のような自然散色の抽写や有1ti物の外見の描写
（以下は「静的事象Jと呼ぶことにする）という文については説明されていない。

(18) ひかりと波のしぶきのために、眩くようなまろい侃丘囲まれた岩の、小暗い影が

遠くから見えた。（異 P 121) 

(19) 何もかも今は夜の空気丘包まれて、沈まり返って、附1に隠れているように見える。

（破P 176) 

(20) 鶴川の長い睫伍ふちどられた目は、私から吃りだけを漉し取って、私を受け容れ

ていた。（金P 93) 

(21) しかし老師のふくよかな怯丘囲まれた目は、何の感興もあらわさずに、私を経て

隣りの頗へ移って行った。（金 P366)

(22) われわれはパスに乗って、アルジェから数キロの、岩と岩とのはざまにあって、

岸は臨丘緑どられた、ある浜辺へ出掛けた。（異 P69)

(18) - (22) 例の中に 「に」と 「で」が置き換えられる例もあるが、「で」を使った

場合、「で」の前の名問句は別に存在している動作主が出来事を引き起こすための道具

だという意味が生じてくる。それで、動作主のなんらかの意志も出てくる。そのため、

惜的事象を述ぺる以上の例文は 「に」がより自然である。

砂川 1984 には、「布l]文（注2) の中の名詞と動詞が、〈動作のよりどころ ー 動作〉とい

う関係を成り立たせてさえいれば、その関係が直接であるか冊接であるかにかかわりな

く、「によって受身文」を作ることができる。それに対して
「

に受身文」の方は補文の

中の名制と動詞が「動作主ー動作」という直接的なI¼ !係で結ばれている楊合でなければ

成立しない。」と述べられている。 ( P 83)

(18) - (22) の例において、「に」格前の名詞句は明らかに後ろの述語動詞の動作

を拗きかける意志を持っていない。すなわち、「1こ」格前の名詞句は動作主という役割
を担っていないのである。補文の名詞と勁詞が「動作主ー！り作」という直接的な関係で

結ばれていないこれらの例文も 「に」を使うことができる。この点は明らかに井上1976

と砂川1984の説とは矛府している。「に」格前の名詞句は動作主という役割を担ってい

ないから、 こ れらの文を能動文に変えようとしても変な能動文になってしまう。

例えば、？ 20') 長い睫が瞼をふちどる ？ 21') 数が目を囲む

? 22') 珠が岸を緑どる

だから、砂川1984 に述べられたl「に」受身文は補文の中の名詞と動詞が「動作主一動

作」とい＇う直接的な1堤係で結ばれている楊合でなければ成立しない1 という主張は有惜

•
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の受身文と格助詞の前の名詞句が有梢物である非梢の受身文（例えば(15)例）に適用す'

るのである。 それで、 以上の砂川1984の主張以外、 非梢の受身文について、 以下の規定

を試みてみることにしたい。

I非梢の受身文の場合に補文の中の名詞と動詞が「非梢物一単なる状態を表す」とい

う関係であれば、「にJ格を使う。I

3、 3 「によって」

有情の受身文：

(23)父舟や兄によってささやかな旅行にすら連れだされた経験のない周二には、 たか

だか信州までの距離も生れてはじめての旅行らしい旅行であった。（桧家P1723) 

(23)例の「によって」は動作主を表す。（注3)

(24)私たちは子供によって永久に結ばれたのよ。（青P401)

(25)一九六O·六• -五。禅美智子は国家権力によって虐殺された。（二P309)

(24)の「によって」は手段、 根拠を表す。(25) の「によって」は根拠、 原因を表す。

非梢の受身文：

(26)村では心中事件はそう珍しくなかった。一年に二回か三回同じような事件が都会

の若い男女によって慈き起され、 その度に、 村ではi!f年たちが駆り出された。

（あP63)

(27)彼の戦死の記事はA新聞社の特派貝によって、詳細に報道されて、 A紙の社会而

を賑わした。（あP189)

(28)あの火災の折、 何もかもが焼失した中に、 このピアノだけはどうした奇駅か社生

たちによって二階から遥び出されたのだ。（捨家P612)

(29)為替相場は急俗を粒け、 国民党の集会が禁じられ、 集会所や大きな麦酒店が軍隊

と笞官によって固められたりした。（捻家P5以）

(26)と(27)の「によって」は抽象的なものである主語を引き起こす動作主を表し、

(28)と(29)の「によって」は具体的なものである主語に動作を働きかける勁作主を

表す。

砂川1984では、「に」が許容されるが、「によって」が許容されない例、 例えば、(30)

「彼は犬くに／＊によって〉かみつかれた」この例について、 次のように説明している。

「これらの受身文は、 有生名詞が主語になることが多く、 そのために被動の意味あいが

弛い。（中略）つまり、 この柚の受身文では、 動作主と動作の結ぴつきが弛く、 そのOO

係はことさら「によって」を持ち出すまでもなく、 開き手にとって容易に解釈し得るも

のではないかと思われる。 このような場合に関係表示力の弛い「によって」が用いられ
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ると表現が大げさになり、不自然になる（後略）。」（P85)
砂川のこの説明に対して、細川1986は「1)どういう動詞について、上の説明が当ては

まるのか？」と「2)無生 名詞が主語になった受身文の場合は、どう説明するのか？」
の二つの問題点を提出して、結論として、「によって」は事態への （有生無生共に）間

接的関与者、特に原因、理由しか示さないと述べている。
まず、(30)と同じタイプの例文を見てみよう。

(31)女に喰い下がられたら、出世のさまたげになるに述いないと思われたのだ。

〈脊P23)
(32)そして彼は康子を、自分の婚約者というよりは、彼女に邑主主ている獣のような

風に自分を感じていた。（青P389)
(33)あんな女につきまとわれたら、俺が損をするだけだと解っておりながら、彼女の

誘いかけるような魅力を無視することはできなかった。（青P 52) 
1)について、(30) - (33)のようなタイプの例文においては主語と動作主が有梢

物で、動詞も有梢物しか行わない活動を表す動詞である。以上に挙げられた「かみつ

く」、「喰い下がる」、「飼う」、「つきまとう」などの動詞である。
2)について、以上のような動詞が使われる受身表現においては、擬人化表現以外、

主語が非梢物（無生名洞）に成り難いのである。
それに、前に挙げた非梢の受身 文の中に、(23)、（28)、（29)例は「によって」の前

の名詞句が明らかに動作主を表している例である。この点について、本稿では、やはり

「によって」が直接的な関与者でも、間接的な関与者でも表せる砂川説に焚成する。
(34)最初の土蔵が二人の手によって整理され、小さい畠が耕された頃、持主がやって

米て立ちのきを要求したからである。（あP324)
この例の「によって」は逍具、手段を表す。
(35)この列車は国有鉄道法によって述営されているが、鉄道の建設のときには行政法

のなかの土地収用法が適用された筈だ。（青P76)
(36)幻想は実践によって破られ、さらに、新しい幻想を生むであろう。（二P 149) 

(35)、（36)の「によって」の前の名洞句が抽象的なもので、(35)の「によって」は

根拠を、(36)の「によって」は原因、 理由を表す。格助詞の前の名詞句が抽象的なも
のである場合に、「に」は不適格であって、「によって」 がよく使われるのである。

4、「から」、「に」、「によって」の置き換えについて

4、1 「から」と「に」の置き換え
(a)花子から手紙が送られてきた。(b)花子に手紙が送られてきた。
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以上の例のように、 本来「から」と「に」はそれぞれ「起点」と「箔点」を表す助詞で
ある。 こういう状況では、「から」と「に」の囮き換えが不可能である。でも、「格助詞

が動作主を表すjと「主語と動作主ともに有fli物である」この二つの条件に満たす場合

には、「から」と「に」の置き換えが可能である。たとえば、 前述の例を示すと、

(5)登美子は父くから／に〉愛されたという記憶がない。（脊P65)

(12).……、「ここでおいたをすると、 お母様くから／に〉また叱られますよ」と猫撫
声で言うのだった。（椋家P289) 

(5) 、（12)例の「から」は起点と共に動作主でも表せるから、「に」と匝き換えても、

文が成り立つ。 意味も変わらないのである。言い換えれば、 有情の受身文において、 動

作主を表す場合に、「から」と「に」の盟き換えが可能である。一方、 以下の(15)例

のように、 非情の受身において、 動作主を表す場合に、「から」と「に」の樅き換えが

不可能である。

(15)大学側は貼紙の掲示をして、 試験は予定通り施行すると明言したが、 試験場は左

沢学生くに／＊から〉占領されて、 先生たちも入ることができなかった。

4、 2 「から」と「によって」の置き換え

(10)脚本家を投成する私塾が、 悛性的な経営難くから／によって〉近々閉鎖されるら

しい、 という酪もちらほら聞こえていたし、 ……。（新P5)

(11)また、 自分は子供の頃、絵本で地下鉄道というものを見て、 これもやはり、 実利

的な必要くから／によって〉案出せられたものではなく、 ……。（人pl2)

(10)と(11)のように、 原因、 理由を表す楊合に「から」と「によって」は置き換え

が可能である。

(7)登美子くから／によって〉は週に一度は必ずくだくだしい手紙が送られて来たが、

彼は一度も返事を咎かなかった。（肖P 179) 

(7) のように、 非惜の受身文において、 動作主を表す場合に「から」と「によって」

は置き換えが可能である。 しかし、「から」はやはり「起点」の意味合いが強いので、

非梢の受身文では、 動作主を表す許容度が「によって」より低いのである。 それ故、 以

下の例文において、「によって」を「に」に囮き換えられない。

(27)彼の戦死の記事はA新聞社の特派貝くによって／＊から〉、 詳細に報道されて、

A紙の社会面を賑わした。（あP189)

4、 3 「に」と「によって」の置き換え

原因、 理由を表す場合に「に」と「によって」は囮き換えが可能である。例えば、
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(13) 「すると、あなたは学資というおかねくに／によって〉縛られて いるのね」

(25) 一九六 O· 六• -五。樺美智子は国家権力くによって／に〉虐殺された。

道具や手段を表す楊合に 「に」と「によって」は慨き換えが可能である。例えば、
(17)六月というのに肌寒く、板戸くに／によって〉囲まれた五母の納戸は 、暗い電燈

の下に荒涼としてみえた。（金 P455)

しかし、
(24) 私たちは子供くによって／＊に〉永久に結ぱれたのよ。（青 P401)

(34) 最初の土蔵が二人の手くによって／＊に〉整理され、小さ い畠が耕された頃、持
主がやって来て立ちのきを要求したからである。（あ P324)

道具、手段を表す以上の二例においては、「に」が箔点と解釈されるおそれがある から、

ここで 、「に」を避ける。
(12)......、「ここでおいたをすると、お母様くに／＊によって〉また叱られますよ」

と猫撫声で言うのだった。（拾家P289)

(28)あの火災の折、何もかもが焼失した中に 、このピアノだけはどうした奇敗か咎生
たちくによって／？に〉二階から遥ぴ出されたのだ。（株家 P612)

(12)、（28)のように、動作主を表す場合に、「に」と「によって」は債き換えが不可
能である。その例外としては次の例が挙げられる。

(29) 為替相場は急落を続け、国民党の集会が禁じられ 、集会所や大きな変酒店が軍隊

と警官くによって／に〉固められたりした。（桧家 P524)

この例では、「によって」を「に」に僅き換えられるが、「によって」のほうが動作主の

慟き かけをより弛く感じる。
有情の受身文において、動作主を表す楊合に、「によって」はあまり使われな いが、非

梢の受身文にはよく使われる。

5、 まとめ

I、受身表現における主語の性質（有情の受身文と非情の受身文に分ける）、格助問の
前の名詞句の違いによる「から」、「に」、「によって」三つの格助詞の使い分けをまとめ

てみると、次のようになる。

l 、「 から」
有梢の受身文：格助詞の前の名詞句が有情物である場合一起点、動作主を表す。

格助詞の前の名詞句が非梢物である場合 一起点を表す。

非ttlの受身文：格助詞の前の名詞句が有梢物である場合一起点、動作主を表す。

格助詞の前の名詞句が非惜物である場合 一起点 、索材、原因、理由を表
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す。

2、「に」

有情の受身文：格助胴の前の名詞句が有梢物である場合ー動作主を表す。

格助詞の前の名詞句が非情物である場合ー原困、 理由、 道具、 手段を表

す。

非梢の受身文：格助詞の前の名詞句が有梢物である場合一 沼点、 動作主を表す。

格助詞の前の名詞句が非情物である場合一道具、 手段、 単なる状態を表

す。

3、「によって」

有惜の受身文：格助詞の前の名詞句が有梢物である場合ー 動作主、 手段、 根拠を表す。

格助詞の前の名詞句が非悟物である場合一 原因、 理由、 根拠を表す。

非梢の受身文：格助詞の前の名詞句が有惜物である場合ー動作主を表す。

格助洞の前の名詞句が非情物である場合一道具、 手段、 原因、 理由、根

拠を表す。

11、 動作主を表す場合に、「に」は主に有1iりの受身文に使われているのに対して、「に

よって」は主に非惜の受身文に使われている。「から」は両方でも使われるが、 有

梢の受身文において、「に」より許容度が低く、 非情の受身文において、「によっ

て」より許容度も低いのである。

注］、 持ち主の受身文を利害の意味から分類すると、 以下の三つの種類が分けられる。

（］）利者の意味を含んでいる。

太郎は泥枠に財布を盗まれた。（被甚を受けている）

花子は先生に作文を営められた。（利益を受けている）

: 2)利甚の意味を含んでいない。

その嬰に1!11まれた小さな頗が勁かなかった。

(3)前後の場而状況によらないと、 利者の慈味合いを区別しにくい。

太郎は次郎に用を叩かれた。

この文は場面によって、 利名の意味を含んでいる受材文も合んでいない受身文も解釈できる。

本稿は (3) のような持ち主の受身文を扱わないことにした。

注2、 ここで甘った補文は受身表現に対応する能勅文にあたるものである。

注3、 実はこういう例が非前に少ない。

(23) 父母ゃ兄によってささやかな旅行にすら述れだされた経験のない周二には、 たかだか侶州ま

での距鰈も生れてはじめての旅行らしい旅行であった。

この例においては、「に」が使われたほうが多いが、 後ろの「ささやかな旅行に」の「に」

を避けるために、「によって」が使われると考えられる。
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